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平成29年度 GKP ステップアップへ２つの改革

活動計画と成果、予算計画と収支を分かりやすく！

活動計画、活動成果、予算の見える化

応援したいプロジ
ェクトを協賛支援！予算・決算の透明性確保（協賛金含む）

年間活動カレンダーの公開

＋

自分を活かせる
企画に参加！個人

企業

地域の個性、地域のやりがいをプロジェクトに反映！

自治体が主体となった下水道広報展開とその支援

地方GKPの拡大へ

GKPの「主催」から
自治体との「共催」へ

GKPが培った経験・ノウハウ
に基づくバックアップ体制

＋

自治体主体の
プロジェクト展開自治体
（例）マンホールサミット

全国自治体がGKPと共に活動
各種取り組みの横展開を図る
→ 地方GKP発足への流れを形成

GKP北海道に続け！
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年間活動カレンダーの公開

主要イベントのスケジュールをGKPサイトで公開



活動目的
マンホール蓋の「楽しさ」を一般市民に伝えるとともに、マンホール蓋を通じて下水
道全体への興味関心を高めてもらうイベント

活動内容

「マンホールサミット2017in倉敷」（平成29年11月18日、倉敷市）
平成26年度に始まったGKPの目玉イベント 今回で７回目の開催
岡山県内のマンホール蓋が集結、マンホーラーたちの熱いトーク
主催：倉敷市、GKP
後援：岡山県、岡山市、岡山県下水道協会
協賛：㈱荒木製作所、管清工業㈱、㈱極東技工コンサルタント、虹技㈱、東亜グラウト工業㈱、友鉄工業㈱、

長島鋳物㈱、日本グラウンドマンホール工業会、日之出水道機器㈱、北勢工業㈱、メタウォーター㈱

成果・実績

倉敷市と共催！ → 今後は共催を基本とする（自治体が主体的に行うイベントへ）
トークゲスト７名、伊東香織市長、国土交通省下水道部の森岡泰裕部長も参加

野外企画としてマンホールを巡るウォークラリー、鉄蓋ホットケーキなど実施

来場者は過去最高の3,500人
3

平成29年度事業実施概要・成果 目玉プロジェクト

マンホールサミット

伊東市長と森岡部長のトーク（倉敷市のYoutube動画より）
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平成29年度事業実施概要・成果 活動の地方展開

活動内容
道民に下水道の価値を伝え、これからの下水道を道民みんなで
考えていく環境を育む。

成果・実績

【チカホイベント】（札幌駅前通地下広場）

札幌市・北海道地方下水道協会主催「下水道事業パネル展」への企画協力
（道内下水道遺産パネル展示、じゅんかん育ち展示、マンホールカード展示等）
開 催：平成29年9月2日～3日
来場者：約1,700人（マンホール総選挙投票約1,000票）
露 出：道内TV各局のニュース、道内一般紙、下水道業界紙などで報道

【じゅんかん育ちツアー2017 in 十勝】

下水汚泥農業利用の視察、じゅんかん育ちを用いた料理の試食など
開 催：平成29年10月24日
参加者：40名（GKP、帯広市、音更町、幕別町、十勝環境複合事務組合等）
露 出：地方紙「十勝毎日新聞」及び下水道業界紙にて報じられた

ＧＫＰ北海道

チカホ（じゅんかん育ち展示）
H28           H29         H30.6

101

67

86

GKP北海道 会員数の推移（人）



5

平成29年度事業実施概要・成果 対象・層の拡大

活動目的
下水道の魅力を「学生」に発信、下水道界のリクルートを強化し、「未来の下水
道パーソン」を発掘する。

活動内容 学生を対象としたワークショップ、セミナーなどを開催

成果・実績

未来会のイベント参加を機にこれまで５名が下水道業界に就職
【平成29年度イベント実績 延べ238人】
・水ビジネスワークショップ（8/2 下水道展‘17東京 19名）
・下水道マニアとの連携（8/10～11 大師高校18名、8/10～11 舞岡高校14名）
・大学・高専（10/26 長崎大学40名・京都大学30名、12/12 木更津高専34名）
・Japan-YWPお仕事セミナー（11/11 26名）
・東京都市大学業界・仕事研究会（12/13 26名、2/20 31名）

【ワークショップにおけるアンケート結果】
下水道業界の印象が良くなった：100％ 下水道に関わる仕事や勉強をしたい：95％

【国土交通大臣賞アセットマネジメント部門受賞】
産学官連携によるリクルート活動が評価され、
国土交通大臣賞（循環のみち下水道賞）アセ
ットマネジメント部門を受賞（平成29年9月8日）

【進む連携】
○未来会×下水道マニア

下水道の“プロ”による講義と交流を実現！
下水道の世界がよりリアルに分かりやすく

○長崎大学や京都大学と連携
地方GKP（GKP九州、GKP関西）の拡大へ！

下水道を未来につなげる会（未来会）
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平成29年度事業実施概要・成果 目玉プロジェクト

下水道展 スイスイ下水道研究所

活動目的 出展自治体と一体となり、下水道の価値を体感・実感できる展示を行う

活動内容

子どもたちに「研究ノート」を配布、夏休みの自由研究をサポート！
開催日：平成29年８月１日～４日 、会場：東京ビッグサイト

◇８自治体の研究室ゾーン（東京都、小平市、武蔵野市、神奈川県・箱根町、相模原市、埼玉県、
石川県、北九州市）

◇下水道マスター（ボランティア）の協力、下水道相談室、会場をまわるクイズ探検ツアー
◇じゅんかん育ち物産展、NPOコーナー ほか

成果・実績

平成25年からGKPが企画協力するようになり、５回目の開催
４日間で4,000人（研究ノート配布数）が来場
来場理由：「子どもの教育」「自由研究のため」が各４割強
子どもが学んだ“下水道のすごいところ”

№１：「川・海・湖の環境を守っている」（36％）
№２：「エネルギー資源をつくる」（14％）
№３：「街や暮らしを浸水から守る」（12％）

「見て」
「聞いて」
「体験して」

夏休みの自由研究
が完成！
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平成29年度事業実施概要・成果 目玉プロジェクト

活動目的
官民が連携して東京湾の現状や抱えている課題、水循環における下水道の役割な
どを市民に伝える

活動内容

「東京WONDER下水道2017」を出展（前年度に続き２回目）
水循環、暮らしと排水、高度処理、合流改善、資源 エネルギーをテーマにPR
開催日：平成29年10月20日（21日は台風のため中止）
出展団体：国土交通省下水道部、横浜市、川崎市、東京都、埼玉県

下水道高度処理促進全国協議会、NPO21 世紀水倶楽部
出展企業：㈱NJS、管清工業㈱、三機工業㈱、JFE エンジニアリング㈱、

水 ing㈱、月島機械㈱、東亜グラウト工業㈱、長島鋳物㈱、
㈱日水コン、㈱フソウ、前澤工業㈱、㈱明電舎、メタウォーター㈱

成果・実績 来場者450人（前年度：２日間で1,000人）
「下水道がよくわかった」、「下水道って大切！」等の声多数

東京湾大感謝祭

・

出展団体へのアンケート結果

◇出展の感想

13％

49％ 38％

＜具体的意見＞
・下水道の大切さを理解して頂くコンセプトに合致していた
・下水道ブースが大変賑わった

◇運営方法

13％

53％

＜具体的意見＞
・運営体制が明確だった、官民連携が図れて良かった
・説明員の数を調整すべき、若い感性を採り入れてほしい → 改善へ

34％

（企業13 国・自治体5 関連団体3）



活動目的
国内最大級の環境イベント「エコプロ」に体験型ブースを出展し、水
循環の大切さを分かりやすく伝える

活動内容

「水をめぐる大冒険～水道水はどこから来る？使った水はどこへ行く？」
平成24年度から毎年出展、今回で６回目
開催日：平成29年12月7日～9日、会場：東京ビッグサイト

◇水の流れを追って見やすいブース構造 体験要素を取り込んだPR！
◇12団体による連携

協賛：東京都下水道局、東京都下水道サービス㈱、横浜市水道局、月島機械㈱、東亜グラウト㈱、

㈱日水コン、㈱フソウ、前澤工業㈱、㈱明電舎、メタウォーター㈱、ラサ商事㈱

後援：「21世紀の下水道を考える会」協議会

成果・実績
来場者7,604人（過去最高、前年度実績5,800人）
水の天使、ボランティアの協力により80名体制で来場者に対応
相手に応じた分かり易い説明を心掛け、来場者から高評価を得た

8

平成29年度事業実施概要・成果 目玉プロジェクト

エコプロ

水の天使・宮﨑あずささんが水の循環を説明来場者が見やすく、体験しやすいブースを構成した
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平成29年度事業実施概要・成果 目玉プロジェクト

活動目的
楽しみながら下水道への理解・関心を深めていただくため、GKPと自治体が共同
で制作する「カード型下水道広報ツール」。単独では難しい下水道広報を、全国
規模で効果的に展開する。

活動内容

定期発行
第5弾 : 平成29年８月１日発行 55自治体57種類
第6弾 : 平成29年12月９日発行 64自治体66種類
第7弾 : 平成30年4月28日発行 49自治体49種類

公募制への移行
カード発行の透明性・公正性確保のため、第6弾より「公募制」導入
取り組みをさらに効果的なものにしていくため、アンケートを実施

成果・実績

累計180万枚突破！ 301自治体342種類（第7弾まで）
【アンケートの結果を踏まえて今後の展開を検討】
○GKPに期待すること

「カード活用優良事例集の作成」、「情報共有や交流機会の創出」
「配布方法等の制限や基準の見直し」など

マンホールカード
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29年度事業実施概要・成果 対象・層の拡大

活動目的
下水道の重要性や魅力を伝える連続講座「下水道マニア」
生徒の環境への意識向上、進路選択の視野を広げてもらう

活動内容 下水道管理者とGKPの協力により、下記の講座を開催

成果・実績

【第３回下水道マニア】（主催：神奈川県立大師高校）
評価が高まり、受講単位（２単位）が与えられる講座に！
開催：平成29年8月7日～11日 参加：大師高校生徒１８名
協力：川崎市上下水道局、GKP
協賛：メタウォーター㈱、管路情報有限責任事業組合

【下水道マニアin 舞岡】（主催：横浜市立舞岡高校）
開催：平成29年８月21日～23日 参加：舞岡高等学校生徒１４名
協力：横浜市環境創造局、GKP、メタウォーター㈱、管路情報有限責任事業組合
テレビ神奈川が報じるほどの反響

Q. 下水道に関する仕事に関心がありますか？（舞岡高校）33％→77％

下水道マニア

受講前 受講後



成果・実績

【下水道マニアin青陵】（主催：神奈川県立相模原青陵高校）
開催：平成29年10月16日・23日、11月6日・13日・20日・27日、12月11日・18日
参加：相模原青陵高校生徒３０名
協力：相模原市、神奈川県下水道公社、GKP

生徒たちの声
・汚した水を処理してくれて感謝の気持ち
・再生水利用はすごいと思った
・下水道を維持管理してくれる人たちの存在を知った
・神奈川県の汚水処理費用は一日一人27円で、意外に安いと驚いた

11

29年度事業実施概要・成果 対象・層の拡大

下水道マニア

未来の下水道界を担う若い世代に向けた活動が加速

神奈川県立大師高校で始まった講座が横浜市立舞岡高校、神奈川県立相模原青陵高校へ拡大
平成29年度は３校で６２人の生徒が受講

大師高校
＋

川崎市…

平成27年度に大師高校で始まった「下水道マニア」
先生が次々に展開、下水道管理者等も支援

舞岡高校
＋

横浜市…

相模原青陵高校
＋

相模原市
神奈川県下水道公社…
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平成29年度事業実施概要・成果 対象・層の拡大

活動目的 女性同士のネットワーク構築とスキルアップの場づくり

活動内容
市民や学生に向けて下水道の魅力を女性目線で発信する「GJ Journal」の発行
ワークショップや女子学生のリクルート支援等を実施

成果・実績

【GJ Journal】年６回発行
「北海道特集」（4月）、「近畿特集」（6月）、「下水道展特集」（8月）、

「九州特集」（11月）、「中部特集」（12月）、「中国・四国特集」（2月）

下水道展特集号：45万PV（マンホールカードに次ぐ閲覧数）
【全国ワークショップ】（平成30年１月17日、G&U技術研究センター）

参加者：58名（国・自治体41、団体6、民間11）
【下水道展「インターンシップ＆キャリアセミナー」女子学生相談コーナー】

100人の女子学生が訪問

ＧＪリンク

GJ Journal下水道展特集号 全国ワークショップ



活動目的 ＢＩＳＴＲＯ下水道のイメージ向上につながる活動を展開

活動内容
ＢＩＳＴＲＯ下水道の食材ブランド「じゅんかん育ち」を下水道展でPR
GKP北海道「じゅんかん育ちツアー2017 in 十勝」の実施協力

成果・実績

○下水道展’17東京において、全国のじゅんかん育ちを展示
【展示食材】

ニンニク（青森県鶴田町）、グリーンパパイア（岐阜県海津市）、スイートコーン（神戸市）、海苔
（佐賀市）、マッシュルーム（鹿児島県霧島市）、ブロッコリ（長野県川西保健衛生施設組合）等

＜進む連携＞
○じゅんかん育ちの産地（佐賀市）との連携
「ＧＫＰ未来会in九州」において、じゅんかん育ちを使った料理の試食会を実施

○下水道マニアとの連携
じゅんかん育ちの野菜（じゃがいも、なす、トマ
トなど）を使い、生徒が自ら「下水道カレー」を
調理、レアな体験で下水道資源の魅力を実感

○GKP北海道との連携
・じゅんかん育ちツアー2017 in 十勝に協力

十勝産じゅんかん育ちの魅力を行政関係者
が体験

・チカホイベントに協力
じゅんかん育ちのトウモロコシを配り、道民に下水道のチカラ、魅力を
アピール

13

平成29年度事業実施概要・成果 対象・層の拡大

ＢＩＳＴＲＯ下水道

生徒たちの感想
「野菜がおいしくて驚いた」
「トマトが甘く感じた」



平成29年度事業実施概要・成果 対象・層の拡大

活動内容
キッチン・バス業界と下水道界の相互理解を促進。「下水道の入り口か
ら出口までを一体的に捉えた循環型社会システムの提案」をめざす

成果・実績

富山県黒部市「下水道バイオマスエネルギー利活用事業」の視察
開催日：平成29年10月20日 参加者：13名
【参加団体】タカラスタンダード㈱、㈱ＬＩＸＩＬ、クリナップ㈱ 、ＴＯＴＯ㈱、

永大産業㈱、三菱ケミカル・クリンスイ㈱、東京ガス㈱、㈱パロマ、
大阪ガス㈱、日本ＬＰガス団体協議会、キッチン・バス工業会、GKP

・直投式ディスポーザを取り巻く現状と課題、メーカー側の技術開発の動向など
について情報を共有

・視察結果は、キッチン・バス工業会の機関誌「KB通信」に掲載

キッチン・バス関係者が団体会員に登録
連携を一層深め、循環型社会を見据えた広報活動の強化を確認

キッチン・バス連携

Skewes製ディスポーザーコーヒー粕の受け入れ施設 ディスポーザーの使用状況を視察

14
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平成29年度事業実施概要・成果 会員向けの活動

活動目的
GKP団体会員の連携強化と広報・PR活動の課題共有。下水道利用者への広報活
動を通じて下水道界のプレゼンス向上に向けた取り組みを推進

活動内容
情報交換会（コミュ研委員会）：２回開催（10月、３月）
特別フォーラム：平成30年3月16日に開催

成果・実績

特別フォーラム「社内広報を活用した社員・組織力の最大化」
講 師：田代 卓氏（PLAYコーポレートコミュニケーションコンサルタント）

参加者：41名
コミュニケーションの様々な実践スタイルを学習。半年後をめどに、
参加各社の取り組み状況などを報告発表する機会を設定する方針

下水道コミュニケーション研究会

企業の広報担当者が自由に意見を交換した 講師の田代氏

写真
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平成29年度事業実施概要・成果 会員向けの活動

活動目的 下水道と関わりのある様々な分野からキーパーソンを招いて交流を図る

活動内容
テーマ：どうする？下水道「見せる化」
東京都下水道局広報サービス課・宮田雅子課長などゲストに開催

成果・実績

開催日：平成29年10月12日
参加者：約40名
「見せる化」の新企画を参加者が提案

下水道がなかったら体験、下水道スターの育成、下水道割引券、
処理場で婚活パーティーなどユニークな企画が提案された

わいがやトーク

６班に分かれて「見せる化」の新企画会議 講師の宮田氏
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会員の動向 総括

終身会員の創設
下水道広報プラットホーム規約を改正
会費10,000円の前納により、個人会員として
「終身」の資格が得られることとした
平成30年6月1日時点の終身会員数は130名

個人会員の推移（人） 団体会員の推移（団体）

163

511 561
600

667
732

H24  H25   H26 H27  H28 H29   H30.6

9

30 32

52

122
134

平成30年6月1日 個人会員 623人
団体会員 140団体

会員募集活動の展開
入会案内を刷新 新規団体会員の獲得に努めた
下水道関連団体の協力を得て業界内に広く配布
（パルテム技術協会、日本管路更生工法品質確保協会、日本下水道施設管理業協会

日本下水道施設業協会、全国上下水道コンサルタント協会、日本推進技術協会）

623

H24  H25   H26 H27  H28 H29   H30.6

140
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「関心」から「理解・行動」へ

平成30年度 活動方針

国民目線の段階的な広報を戦略的に推進

GKPの発足から６年 次の高みをめざして…

下水道への関心を高めていただく活動に加え、
国民の理解・行動につながるプロジェクトを推進します！

・・・・・・

○あって当たり前
○汚い、臭い
○自分には関係がない
（無関心）

国民の意識

下水道へ
の関心

下水道へ
の理解

下水道を自分
ゴト化し行動

例1）マンホールカード
当初はブランドの確立に注力

例2）マンホールサミット
当初はGKPが主催

1）自治体が主体となり、カードを下水道
の理解促進ツールとして活用
選考を廃止、登録制を導入

2）共催を前提とした開催地の公募
地域の特性を活かした企画により、
下水道の理解を一層促進

プロジェクトの達成状況等を踏まえて
関心→理解→行動へと段階的に広報プランを推進

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
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平成30年度 プロジェクト全体像

プロジェクトごとに数値目標を設定
仮説と検証によるＰＤＣＡ

４つの柱
３．対象・層の拡大（国民の巻き込み）
４．活動の地方展開

１．会員向けの活動
２．目玉プロジェクトの育成・自立

・
下
水
道
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

・
わ
い
が
や
ト
ー
ク

・
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド

・
下
水
道
展(

ス
イ
ス
イ
下
水
道
研
究
所)

・
エ
コ
プ
ロ

・
マ
ン
ホ
ー
ル
サ
ミ
ッ
ト

・
東
京
湾
大
感
謝
祭

・
早
慶
レ
ガ
ッ
タ

・
下
水
道
を
未
来
に
つ
な
げ
る
会
（
未
来
会
）

・
下
水
道
マ
ニ
ア

・
Ｇ
Ｊ
リ
ン
ク

・
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
下
水
道

・
キ
ッ
チ
ン
・
バ
ス
連
携

・
Ｇ
Ｋ
Ｐ
広
報
大
賞

・
水
の
天
使
活
動
支
援

・
Ｇ
Ｋ
Ｐ
北
海
道

・(

Ｇ
Ｋ
Ｐ
九
州
、
Ｇ
Ｋ
Ｐ
関
西)
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平成30年度事業計画 目玉プロジェクト

マンホールカード

マンホールカードを理解・行動につなげるため
第２フェーズへ移行

○登録基準を満たせば、GKP が公式マンホールカード
として登録、発行する仕組み

○GKPは、自治体による広報展開の支援を強化
そのためのチームメンバーを新たに募集

第８弾 登録・発行へ

登録予定：70種類程度
公募期間：平成30年6月4日～8日
発行時期：平成30年8月中旬予定

第８弾より「MCプロジェクト」が事務局機能を担う

マンホールサミット

「マンホールサミット北九州2018」を開催
下水道 100 周年を迎える北九州市とGKPが共催
目標来場者数 3,500人

日 時：平成30年11月3日（土・祝） 9:00～17:00
場 所：北九州市芸術劇場 中劇場、小倉城周辺

【サミットの展開に向けて】
公募ルールの整備、GKPの体制整備を進める
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平成30年度事業計画 目玉プロジェクト

下水道展

スイスイ下水道研究所
九州ブロック16自治体と連携
（北九州市、福岡県、福岡市、久留米市、佐賀市、長崎市、大村市、熊本市、

玉名市、苓北町、大分市、宮崎市、鹿児島市、霧島市、沖縄県、那覇市）

ストーリーを追って下水道が学べる体験型展示
期間：平成30年7月24日～27日
会場：西日本総合展示場（北九州市）

東京湾大感謝祭

東京湾関連自治体との連携による出展

８都県市（埼玉県、東京都、神奈川県、横浜市、川崎市
千葉市、さいたま市、相模原市）が協力
地元の行政が関わることで、共感・実感できる展示へ

期間：平成30年10月20日～21日
場所：横浜赤レンガ倉庫広場

協賛企業・団体、ボランティアの支援も多数
出展者も「やりがい」が得られる企画の実現へ

エコプロ

エコプロに出展（７回目）
分かりやすい展示、伝え方を実践
期間：平成30年12月6日～8日
会場：東京ビッグサイト
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平成30年度事業計画 目玉プロジェクト

活動目的 隅田川再生に貢献する下水道の価値をPR（３年目の開催協力）

活動内容

開催日：平成30年4月16日（実施済）
協 賛：積水化学工業㈱、月島機械㈱、月島テクノメンテサービス㈱、

㈱日水コン、㈱明電舎、メタウォーター㈱
後 援：国土交通省、東京都下水道局、（公社）日本下水道協会

成果・実績

◇下水道の理解促進へ 下水道の価値訴求ツールの拡充
・大型ビジョン設置

→ 水の天使による下水道PR映像を放映
・下水道による隅田川再生記事の掲載紙を配布
・応援グッズに下水道メッセージをプリント

早慶レガッタ
約2万人が観戦

下水道メッセージ入りの
応援グッズを配布



平成30年度事業計画 対象・層の拡大

活動目的 水の天使による効果的な下水道広報を支援する

活動内容
水の天使を使った「市民向け下水道の価値訴求動画」を制作
下水道に関心を向けていただくためのショート映像（37秒）
＜３つのバージョン：下水道展ver. 下水道の日ver.  早慶レガッタver.＞

成果・実績

映像の公開：平成30年6月1日（4月22日の早慶レガッタで先行公開）
活用プラン：①GKPのイベントで積極的に活用

（東京湾大感謝祭、下水道展スイスイ研究所、エコプロ等）

②下水道の日を中心とした全国自治体の下水道イベント
（YouTubeにて映像を共有、全国的な活用を促す）

水の天使活動支援チーム

ミス日本「水の天使2018」浦底里沙さんが出演 早慶レガッタの会場で上映

23
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平成30年度事業計画 活動の地方展開

活動目的
ＧＫＰ北海道が精力的に活動を展開する中、これに続く地方Ｇ
ＫＰの設立をめざして、各プロジェクトが協力しながら地方活
動の活性化を図る

活動内容
ＧＫＰ九州、ＧＫＰ関西の発足を視野に、その取り組みを加速
させるプロジェクトを計画

成果・実績

【ＧＫＰ九州の発足に向けて】

◇下水道展’18九州
開 催：平成30年7月24日～27日
内 容：開催地・北九州市をはじめとする16自治体が一体となって

「スイスイ下水道研究所」を運営

◇マンホールサミット2018 in 北九州
開 催：平成30年11月3日
場 所：北九州市芸術劇場、小倉城周辺
内 容：恒例となったマンホールサミットを北九州市と共催

上記活動を機に、GKP九州立ち上げに向けた取り組みを本格化！

【ＧＫＰ関西の発足に向けて】

ＧＫＰ未来会等との連携をきっかけに、関西地方の組織化を検討

地方ＧＫＰのさらなる躍動をめざして
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GKP新サイト ７月上旬オープン予定！
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団体会員140団体

0

日頃のご支援に深く感謝申し上げます。

㈱アイ・ケー・エス
アクアインテック㈱ 東京営業所
旭シンクロテック㈱
淺間保全工業㈱
足立建設工業㈱
阿南電機㈱
池田市上下水道部
池田町役場
㈱石垣
伊藤組土建㈱
ヴェオリア・ジェネッツ㈱
植田電機㈱
栄光産業㈱
SDライナー工法協会
㈱ＮＪＳ
㈱荏原製作所
ＦＲＰ内面補修工法協会
塩化ビニル管・継手協会
㈱大原鉄工所
尾島興業㈱
オリジナル設計㈱
加茂建設㈱
㈱川瀬電気工業所
㈱カワハラ
㈱環境新聞社
管清工業㈱
㈱カンツール
管路情報協同組合
㈱北九州ウォーターサービス
㈱協和エムザー
㈱極東技工コンサルタント
㈱クオラス
久保木建設㈱
㈱クボタ
クリアウォーターＯＳＡＫＡ㈱

エコプロ出展協賛団体 ２１世紀の下水道を考える会協議会

（平成30年6月1日、以下同じ）個人会員623名

GKPは団体会員が望む活動を一層精力的に展開すると共に、団体会員の拡大をめざします。

クリスタルライニング工法協会
下水道メンテナンス協同組合
興亜土木㈱
虹技㈱ 東京支社
㈱公共投資ジャーナル社
㈱幸工務店
佐渡建設㈱
三機工業㈱
㈱三水コンサルタント
㈱Ｇ＆Ｕ技術研究センター
ジーエス管業㈱
㈱ジェイアール東日本ビルディング
ＪＦＥエンジニアリング㈱
㈱品川鐵工場
㈱篠田製作所
正和興業㈱
新栄工業㈱
㈱伸幸
㈱神鋼環境ソリューション
シンタックス㈱
㈱新東洋建設
新日本有限責任監査法人
水道機工㈱
㈱水道産業新聞社
水ing㈱
杉本商事㈱
隅田川工業㈱
住友重機械エンバイロメント㈱
㈱スモールライト
積水化学工業㈱
ゼニス羽田㈱
全国アドホール工業会
多賀建設㈱
高杉商事㈱
タカマツ㈱

㈱武井工務所
㈱中央設計技術研究所
月島機械㈱
月島テクノメンテサービス㈱
㈱鶴丸環境建設
NPO法人ディスポーザ

生ごみ処理システム協会
㈱データベース
東亜グラウト工業㈱
動栄工業㈱
東栄電設㈱
㈱東京設計事務所
（一社）東京都下水道工事専業者協会
東京都下水道サービス㈱
東信工業㈱
東宝建設㈱
㈱ドーコン
㈱TOZEN
徳丸管工㈱
（一財）都市技術センター
㈱酉島製作所
内外工業㈱
中川ヒューム管工業㈱
㈱中村鐵工所
㈱西原環境
NPO法人２１世紀水倶楽部
㈱日水コン
日本ヒューム㈱
日本グラウンドマンホール工業会
（公社）日本下水道協会
（一社）日本下水道施設業協会
（一社）日本コンクリート防食協会
日本水工設計㈱
㈱日本水道新聞社
（一社）日本ダクタイル鉄管協会

パルテム技術協会
万水電機設備工業㈱
光硬化工法協会
㈱日立製作所
日之出水道機器㈱
㈱富士邑
フジワラ産業㈱
㈱フソウ
プラスチック・マスマンホール協会
㈱ホープ
北立建設工業㈱
㈱北海建設工業所
㈱前澤エンジニアリングサービス
前澤化成工業㈱
前澤工業㈱
松田建設工業㈱
松戸建設㈱
松村土建工業㈱
㈱丸島アクアシステム
三倉建設㈱
三倉工業㈱
三菱化工機㈱
三菱電機㈱
㈱水十水工業
㈱村井工業所
村石建工㈱
㈱明電舎
明電ファシリティサービス㈱
メタウォーター㈱
メタウォーターサービス㈱
八恵砂工業㈱
㈱八千代工業
山喜建設㈱
山代建設㈱
有幸建設㈱
ラサ商事㈱


